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東
京
都
知
事
選
が
23
日
に
告
示
さ
れ

た
。
細
川
元
首
相
が
「
原
発
ゼ
ロ
」
を

掲
げ
て
出
馬
表
明
し
た
。
政
権
与
党
の

支
持
を
受
け
出
馬
す
る
舛
添
元
厚
生
労

働
相
は
「
中
長
期
的
な
脱
原
発
」
と
主

張
。「
脱
原
発
」
は
知
事
選
の
「
争
点
」

と
な
り
得
る
か
？
結
果
は
ど
ち
ら
に
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
は
、
秘
密
の
範
囲

が
曖
昧
、
内
閣
の
裁
量
で
秘
密
が
決
め

ら
れ
る
。「
国
会
」「
裁
判
所
」
よ
り
も

「
内
閣
」
の
力
が
強
ま
り
三
権
分
立
が

崩
れ
る
。
知
る
権
利
や
優
越
的
人
権
で

あ
る
「
表
現
の
自
由
」が
脅
か
さ
れ
る
。

厳
し
く
問
い
続
け
る
姿
勢
を
強
め
よ
う
。

３日㈪　講演と対談「リベラル再生の道筋」（札幌市）
４日㈫　第10回執行委員会（札幌市）
６日㈭　道本部 第118回中央委員会（札幌市）
14日㈮　�連合北海道「古賀会長とパート･非正規組

合員･組合リーダーとの交流･対話集会」（札
幌市）

　　　　�あいはら連合後援会総会・国政報告会（札
幌市）

15日㈯　道本部自治体財政セミナー（札幌市）
21日㈮　全国町村職総決起集会（東京都）

２月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

２

４

３

本号の紙面

特集・道本部国民春闘アンケート結果

さようなら原発北海道集会、逢坂前衆議

報告会、職場だより「留萌地本発」

おいしいものプレゼントの当選者は次号で発表！

多くの組合員が集まり、独自削減延長反対を訴えた＝１月22日

交渉力で賃上げ実現
中
小
企
業
の
業
績
回
復
が
鍵

労
組
の
存
在
価
値
問
わ
れ
る

独
自
削
減
延
長
は
許
さ
な
い
！

地公
三者

◇目標

◇取り組み期限

組合員×５筆
２月14日（金）まで

『給与制度の見直し』反対 署名実施中！

第１次集約

怒りの声を
署名にこめよう！

29万筆全道
達成しよう！

※集約した署名は３月５～７日のブロック別中央行動・交渉に持ち込みます！

１月※ 28日現在

筆単組・総支部 79,819167

原発のない北海道の実現を求める
「全道100万人」署名集約状況

２月24日まで

活
は
今
ま
で
以
上
に
窮
地
に

追
い
込
ま
れ
、
連
合
や
労
働

組
合
の
存
在
価
値
が
問
わ
れ

て
く
る
。

　

公
務
員
組
合
は
ど
う
し
て

も
賃
金
確
定
期
に
軸
足
を
置

き
が
ち
に
な
る
が
、
自
治
労

に
は
公
共
民
間
の
仲
間
も
数

多
く
組
織
し
て
い
る
。

　

民
間
組
合
は
12
月
か
ら
１

　

２
０
１
４
春
闘
に
お
い
て

は
、
客
観
条
件
が
整
い
つ
つ

あ
る
情
勢
の
下
で
、
労
働
組

合
の
交
渉
力
で
し
っ
か
り
と

賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
仮
に
賃
上
げ
が
実
現
し

な
け
れ
ば
、
消
費
税
引
き
上

げ
に
よ
り
、
実
質
賃
金
の
低

下
を
招
き
、
働
く
も
の
の
生

活
を
守
る
た
め
最
後
ま
で
た

た
か
う
」
と
述
べ
あ
い
さ
つ

し
た
。
出
村
・
連
合
北
海
道

事
務
局
長
は
「
道
職
員
の
賃

金
削
減
は
地
域
経
済
、
働
く

も
の
の
賃
金
に
悪
影
響
を
与

え
る
。
連
合
も
連
帯
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
」
を
開
い
た
。

　

は
じ
め
に
、
千
葉
議
長

（
全
道
庁
労
連
委
員
長
）
が

「
昨
年
の
副
知
事
交
渉
で
独

自
削
減
延
長
提
案
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
3
、
８
０
０

億
円
に
も
上
る
独
自
削
減
や

大
幅
な
人
員
削
減
を
う
け
、

生
活
費
を
削
り
少
な
い
人
数

で
道
財
政
に
貢
献
し
て
き

た
。
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

知
事
は
い
ま
こ
そ
人
件
費
に

頼
ら
な
い
道
財
政
運
営
を
決

断
し
、
独
自
削
減
を
止
め
る

べ
き
。
組
合
員
と
家
族
の
生

　

さ
ら
に
、
日
銀
が
１
月
16

日
に
発
表
し
た
、
１
月
の
地

域
経
済
報
告
（
さ
く
ら
リ
ポ

ー
ト
）
で
は
、
初
め
て
全
国

９
つ
の
地
域
で
経
営
判
断
に

「
回
復
」
の
表
現
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
こ
の
理
由
と
し

て
、
公
共
投
資
や
個
人
消
費

協
議
を
踏
ま
え
、
業
績
好
調

な
加
盟
企
業
へ
賃
上
げ
を
要

請
し
、
給
与
水
準
を
底
上
げ

す
る
ベ
ア
の
容
認
方
針
を
６

年
ぶ
り
に
明
記
し
た
。

　

日
本
経
団
連
は
「
経
営
労

働
政
策
委
員
会
（
経
労
委
）

報
告
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
賃
上
げ
に
む
け
て

合
意
し
た
昨
年
末
の
政
労
使

　

２
０
１
４
春
闘
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
月
10
日
の
春
闘
討
論
集
会
、
青
年

部
や
各
地
方
本
部
春
闘
討
論
集
会
で
の
補
強
意
見
を
踏
ま
え
、
自
治
労
本
部
第
１
４
６

回
中
央
委
員
会
で
意
見
反
映
し
、
２
月
６
日
に
開
く
道
本
部
第
１
１
８
回
中
央
委
員
会

で
春
闘
方
針
を
決
定
す
る
。

が
中
心
で
あ
る
た
め
、
大
多

数
を
占
め
る
中
小
企
業
へ
ど

こ
ま
で
波
及
す
る
か
が
鍵
と

な
っ
て
い
る
。
事
実
、
景
気

回
復
の
実
感
が
乏
し
い
の
が

今
の
現
実
と
い
え
る
。

な
ど
国
内
需
要
が
堅
調
に
推

移
し
、
円
高
是
正
で
輸
出
産

業
の
業
績
も
回
復
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
全
体
の
動

向
は
業
績
回
復
は
大
手
企
業

月
に
か
け
て
春
闘
方
針
を
決

定
し
、
２
月
上
旬
よ
り
要
求

書
の
提
出
が
開
始
さ
れ
る
。

　

道
本
部
は
２
月
６
日
の
第

１
１
８
回
中
央
委
員
会
に
お

い
て
、
現
在
、
職
場
討
議
中

の
春
闘
方
針
を
決
定
す
る
予

定
だ
が
、
各
地
域
の
地
場
の

春
闘
に
し
っ
か
り
と
結
集

し
、
民
間
賃
金
の
底
上
げ
を

は
か
る
た
た
か
い
に
、
総
力

を
あ
げ
て
連
帯
し
よ
う
。

２
０
１
４

国
民
春
闘
ス
タ
ー
ト

　

１
月
27
日
の
最
終
交
渉
は

未
明
ま
で
粘
り
強
く
交
渉
が

行
わ
れ
、
独
自
削
減
提
案
撤

回
は
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
、
削
減
率
の
圧
縮
や
現
給

保
障
課
題
な
ど
で
前
進
回
答

を
勝
ち
取
っ
た
。

　

地
公
三
者
共
闘
会
議
は
、

１
月
22
日
、
札
幌
市
・
北
海

道
庁
東
側
前
庭
で
「
１
月
闘

争
」
勝
利
！
全
道
総
決
起
集

削
減
率
圧
縮
を

勝
ち
取
る

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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  道本部の2014国民春闘アンケートの調査結果がまとまった。すでに１

月10 ～ 11日に開いた道本部春闘討論集会で報告し、各単組にも送付済み

だが、本号は特集で紹介する。なお、詳しい報告書は、道本部ホームペ

ージ→単組・組合員専用ページ→「総合研究室」に掲載しているので参

照を。アンケートの回収状況は、243単組・総支部（除く直属支部）中

193単組・総支部（昨年は244単組・総支部中181単組・総支部）、昨年よ

り10単組減った。組合員数では、52,214人中32,265人（61.8％、昨年よ

り3.6％アップ）。春闘や組合運動についての記述式の意見は1,216人から

寄せられた。各設問でも選択肢に「その他」の記述欄を増やしたが、そ

の欄への解答・意見も980件にのぼった。各種の厳しい意見や本音、建設

的な提案などがよせられており、今後の運動に具体的に役立てていく。

④未払い超勤の原因と対策

特
集

自治労道本部
2014国民春闘
アンケート結果

重点課題「賃上げ」「人員確保」「非正規待遇改善」
－どうする?「長時間不払い労働」増加－

①生活の変化・家計の状況

「苦しくなった」５年連続減少
「生活の変化」では、

2007年～ 2009年の３

カ年、「生活が苦しくな

った」（①非常に苦しくなった＋苦し

くなった）が過去最高の７割台に達

した。2010年にやっと７割を、そし

て2012年で６割を切り、今回は54.8

％となった。2009年までの最悪期は

脱したといえるが、「楽になった」は

増えずに「変わらない」が増えてい

るのが実情である。

2010年に調査開始以来最低額になっ

たが、翌年から４年連続で要求額が

アップしてきている。特に今回は

「０円（定期昇給のみ）」が減って１

万～ 2万のゾーンが増えたことがめ

１Ｑ

「家計」の状況は、「毎

月」と「時々」をあわ

せた赤字家計の比率が

最も高かったのは2009年で59％を占

めた。それから徐々に減り、今回は

49.9％とかろうじて５割をきった

が、この間の討論で指摘されている

のは「節約」と「我慢の慣れ」であ

り、「切迫感は少し薄らいだが、慣れ

たなかでも中々やり繰りが難しい」

というところだろう。

２Ｑ

生活で改善・充実させ

たいものは、2009年の

アンケート以来５年ぶ

りの実施であり、中期的な傾向をみ

るために2002年アンケートも含めて

比較した。

　優先順位などの傾向に大きな変化

は見られないが、2009年アンケート

時は、生活・家計状況が最悪だった

時期に当たり、2002年と2009年では

「趣味・レジャー ･スポーツ」が大

きく減って、「食生活」などの生活の

基盤部分が増加したのに対し、今回

の2009年と2014年では、以前の傾向

に戻って「衣食住」などが減り、「趣

味・レジャー ･スポーツ」「健康と休

養」が増加に転じている。生活の改

善は大きく進んではいないが比較的

落ち着きを取り戻しているようにう

かがえる。

３Ｑ

「年休の取得日数」は、

減少傾向に歯止めがか

からず、「９日以下」が

６年連続で過半数、今回は過去最高

の56％になった。グラフは1997年か

らの「年休取得日数の推移」である。

　「９日以下」という年休のとれない

層は、年代別では20歳代（74.7％）、

職種では医療系看護職（71.6％）医

療系技術職（71.3％）が特に多い。

５Ｑ

③職場・労働実態（年休・超勤・未払い超勤）

②春闘要求額

中央値は11,000円台に！
「要求額」の中央値は、

昨年より117円上がり

11,006円となった。

だつ。物価上昇と消費増税を前に賃

上げを勝ち取らない限り実質の賃下

げ、という2014春闘全体をめぐる情

勢と機運も反映しているだろうが、

“もう少し何とかしてくれ”という

組合員の気持ちは確実に増えてきて

いる。

４Ｑ

「超勤」のうちの「未

払い超勤（サービス残

業）」の実態である。

～ 29時間」から「90 ～ 119時間」ま

でのゾーンは前回よりそれぞれ微減

になっている。「120 ～ 149時間」が変

わらず、最長の「150時間以上」にな

「未払い超勤（サービス残業）あ

ると逆に増加している。全体的には

不払い労働が着実に減ってきている

が、長時間ある部分はなかなか変わ

らず、２分化してきている

り」は全体で58％で、約６割の組合

員が不払い労働をしている。前回と

の比較では、「全くない」が約36％で

前回より約３ポイント増加した。「１

７Ｑ

未払い超勤（＝不払い

労働）の原因と対策を

聞いたもので、初めて

設定した2010年アンケート以来４年

ぶり２回目の設問である。

　結果は2010年との比較も含めてグ

ラフのとおり。多かった順に、「予

算」「当局責任」「職員の意識」と続

き、「組合対応」がもっとも少ないと

いう分布傾向は大きくは変わらなか

った。あまり大きな変化ではない

が、「とにかく予算が」という公務職

場の“泣きどころ”（役所の歴史的・

構造的体質では「言い訳」「逃げ道」）

が少し減少し、「管理職がちゃんと責

任持って」と「職員自身の意識改革」

が微増した。「（法的な手段も含め

て）組合が強く対応」は微減という

状況である。不明（ＮＡ）が減った

分、「その他」が増え、もうけたコメ

ント欄に記入された意見は814件に

ものぼった。このコメントから読み

取れる傾向をいくつか紹介したい。

　まず、人員不足を訴える意見がめ

だった。“何をいっても今の人員と業

務量では無理”“お金出なくていいか

ら休みたい”など。次に「能力」「自

己責任」を強調する意見である。“業

務の処理・遂行能力がない人が、だ

らだらと時間かかっている、これに

手当を出したらかえって不公平”と

いう指摘と、“能力がなくて終わらず

残っているからそれでいい（仕方な

い）”という自分に関するコメントと

双方が多かった。率直な現実と気持

ちだろうが、仕事の仕方や時間まで

含めて“自己責任”の強調も目立っ

たのは、そもそもの労働組合の役割

（使用者側に対する労働条件の集団

的規制）と存在意味に関わる点であ

り議論が必要だろう。その他、労働

時間への意識では、「１時間程度だか

ら出すまででもない」、また逆に「タ

イムカードを導入すべき」という具

体的提案も結構あった。

　現実には①から④の要因すべてが

関連しており、“職員減で仕事は減ら

ないから超勤増は当然。予算がちゃ

んとつかないのは問題だが、仕事の

やり方や体制含めて、管理職も個々

人の意識も不可欠。ここが整理され

ないと組合で強く対応とはなかなか

…”というところだろう。

　しかし、社会全体としても“ブラ

ック企業”が流行語になり、安倍政

権が労働規制緩和をさらに推し進め

ようという状況の中で、労働組合の

存在意味が問われている。職場・単

組段階からの率直な討論や交流をつ

くり出すことから取り組みの強化が

はかられるべきだろう。

８Ｑ

⑤非正規職員の待遇改善

⑥春闘の重点課題

求める声は着実に増加

「賃上げ」「人員確保」「非正規待遇改善」

非正規職員の待遇改善

だが、この設問の類似

については、春闘では

春闘の重点課題は、ほ

とんど全項目をつうじ

て、順位の大きな変化

2005年および2009年アンケートで、

また、もっとも近年では、春闘では

なく2011年の組合員意識調査で取り

扱った。ただし、回答の選択肢や表

現は多少の変更がある。

　「2005」および「2009国民春闘アン

ケート」では、①正規職員化、②正

規職員化は無理だが均等待遇を、③

現行のままでいい、④わからない、

の4択だった。2011年の意識調査で

は、自治労内部でも議論になりはじ

めた“賃金シェア”論議を踏まえ

て、「賃金原資を非正規職員に厚く配

分」を選択肢に加えた。そして今回

のアンケートでは、“「正規職員化」と

言っても業務による違いで一概に言

えず答えにくいのでは”という指摘

を受け、①に「（恒常的な業務なら）」

と説明を加えた。こうした変化はあ

るが、この４回の結果を比較してみ

た。

　“処遇改善をはかるべき”は合計で

77.4%、この４回で最も高くなった。

特に「①正規職員化」が一気に10ポ

は見られないが、数値が全体的にア

ップしたのが特徴である。「いくつで

も」選んでもらえるのだが、最近は

数値自体は年々下がってきており、

春闘の現状の中で組合員の“期待

度”の低下が反映していたといえる。

今回の全体的な数値のアップは、Ｑ

４の要求額が久しぶりに11,000円台

になったことと合わせて、やはりし

イントほどアップしている。これは、

回答に（恒常的業務）と説明を加え

たことも影響しているのは間違いな

いが、「④現行のままでいい」は初め

て１割を切り、「⑤わからない」も最

も低くなった。

　次のＱ10での重点課題でも、非正

規職員の課題は大幅にアップしてお

り、組合員の中での認識は着実に深

まっていることが確認できる。賃金

カットや抑制、人員の削減など正規

職員自身が厳しい中で、ともすれば

臨時・非常勤・嘱託などの仲間たち

が放置されがちになる危険性は増大

している。労働運動総体でもスロー

ガンと裏腹に「正社員を守るために

は…」という現実もまだまだ存在し

ている中で、自治労道本部の組合員

のこの意識の強まりは、労働組合と

しての健全性を確認できるものとし

て評価できる。

　しかしこうした意識も、当然なが

ら組合員が置かれている様々な条件

の下で、違いや課題があることも見

逃せない。詳細は報告書本体を参照

のこと。

っかりと要求して勝ち取ろう、とい

う組合員の気持ちの反映と受け止め

られる。

　内容を見ると、「賃上げ」「時短・人

員確保」「社会保障」「独自削減」が上

位４項目はここ数年変わらないが、

その次が「非正規職員の待遇改善」

になった。前回に比べて特に数値が

アップしたのは、「賃上げ」（＋7.2）、

「時短・人員確保」（＋7.9）、「非正規

の改善」（＋7.5）である。

９

10

Ｑ

Ｑ

「年間の超勤」も、2010

年調査まで緩やかに続

いてきた減少傾向が

2011年調査でストップ・反転し、以

降４年間連続で増加傾向が顕著にな

っている。

　年齢別で見てみると、若い年代ほ

ど超勤が多い。性別では、「既婚女

性」の少なさが特徴で、これは家庭

責任の現状の反映とも思われる。つ

いで「独身女性」が少なく、男性は

「既婚」「独身」による違いはほとん

ど見られない。職種別では、比較的

超勤が少ないのが「技能・労務職」

で、「０～ 59時間」が約65％を占めて

いる。逆に多いのは「研究職」「医療

系技術職」「医療系看護職」で、この

職種別傾向はあまり変化がない。

６Ｑ

詳しくは道本部ホームページ単組・組合員専用ページで 自治労北海道

Ｑ３　生活で改善・充実させたいもの－2002、2009との比較

Ｑ７　職種別に見た未払い超勤

Ｑ８－２　不払い労働の原因と対策

Ｑ８　不払い労働の原因と対策－行政別･属性別

Ｑ４　賃上げ要求額－５カ年

Ｑ５　年休取得の推移

Ｑ１　生活の変化について

Ｑ２－２　家計収入－2003年から比較

Ｑ６　年間超勤時間

Ｑ９　非正規職員の処遇改善について

Ｑ10　2014春闘の重点課題

検索



第２０８７号� ���2014年２月１日

　

今
年
は
午
年

で
あ
る
。「
積
極

的
平
和
主
義
」

「
強
い
国
」
を

掲
げ
右
へ
右
へ

と
舵
を
き
る
安

倍
首
相
も
年
男

だ
。
特
定
秘
密

保
護
法
や
靖
国
参
拝
な
ど
ま

っ
た
く
国
民
や
周
囲
の
声
を

聞
か
な
い
様
は
「
馬
の
耳
に

念
仏
」「
馬
耳
東
風
」
で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容

認
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
も

１
月
24
日
か
ら
開
会
し
た
通

常
国
会
の
中
で
結
論
を
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
国
家
主
義

を
強
め
憲
法
改
悪
の
動
き
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。
い
よ
い

よ
馬
脚
を
現
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
政
治
の
状

況
は
一
強
多
弱
か
も
し
れ
な

い
が
、
決
し
て
尻
馬
に
乗
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
の

右
傾
化
、
保
守
化
を
防
ぎ
平

和
で
安
心
な
社
会
を
築
く
た

め
に
も
数
の
力
に
負
け
る
こ

と
な
く
粘
り
強
く
運
動
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

駿
馬
の
よ
う
に
颯
爽
と
走

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
北
海
道
遺
産
で

あ
る
ば
ん
え
い
競
馬
の
ば
ん

ば
馬
の
よ
う
に
歩
は
遅
く
と

も
目
の
前
の
坂
を
一
つ
一
つ

乗
り
越
え
、
力
強
く
前
に
進

ん
で
い
く
そ
ん
な
午
年
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�

（
河
井　

勝
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

公営企業会計の仕組みや経営診断を学んだ＝11月22日、留萌市

【
留
萌
地
方
本
部
発
】
留
萌

市
立
病
院
職
員
労
働
組
合
は

昨
年
11
月
22
日
、
病
院
経
営

に
関
す
る
学
習
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
留
萌
市
は
財
政
健

全
化
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
合
理
化
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
立
病
院
も
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
病
棟

の
一
部
休
止
や
、
人
件
費
の

削
減
を
行
う
な
ど
、
組
合
員

も
相
当
な
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
公
営
企
業
会
計
の

仕
組
や
経
営
診
断
を
し
て
、

今
後
の
活
動
に
生
か
そ
う
と

学
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
道
本
部
衛

生
医
療
評
議
会
・
平
野
弘

輝
・
事
務
局
長
を
講
師
に
、

類
似
病
院
と
の
経
営
比
較
や

改
革
プ
ラ
ン
の
検
証
、
今
後

収
益
を
増
や
す
に
は
ど
の
よ

う
な
手
法
を
と
れ
ば
よ
い
か

な
ど
、
医
療
事
務
担
当
出
身

の
平
野
さ
ん
な
ら
で
は
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
か
ら
は
、「
賃
金
が

減
ら
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、

職
場
の
経
営
状
況
を
把
握

し
、
人
件
費
削
減
に
頼
ら
な

い
経
営
方
法
を
示
し
て
い
く

こ
と
が
必
要

だ
」
と
の
感

想
も
あ
り
、

今
後
の
指
標

と
な
る
実
り

あ
る
学
習
会

と
な
り
ま
し

た
。
各
単
組

で
も
、
病
院

経
営
を
テ
ー

マ
に
学
習
会

を
企
画
し
て

は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

（
留
萌
地
方

本
部
・
衛
生

医
療
評
幹
事

・
小
野
睦
治
）

病
院
経
営
比
較
や
収
益
増
の
手
法
学
ん
だ

　

市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
や
認

可
・
確
認
事
務
、
認
定
事
務

に
む
け
て
の
準
備
な
ど
、
地

方
版
「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
に
お
い
て
集
中
的
に
議

論
し
な
け
れ
ば
課
題
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で

も
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
会
議
の
役
割
に

つ
い
て
再
確
認
し
て
お
き
た

い
事
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
保
育
内
容
や
関

係
労
働
者
の
処
遇
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
自
治
体
の
子
ど
も
政

策
へ
の
意
見
反
映
を
す
る
と

い
う
役
割
で
す
。

　

保
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
人
件
費
も
含
め

て
予
算
が
適
正
に
配
分
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視

し
、
子
ど
も
達
に
は
ゆ
と
り

あ
る
保
育
と
充
実
し
た
教
育

を
、
保
育
関
係
労
働
者
に
は

処
遇
改
善
を
も
た
ら
す
よ
う

働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
会
議
の
メ
ン

バ
ー
に
は
利
用
者
と
労
働
者

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
選
任
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

当
面
は
実
施
に
向
け
た
準

備
作
業
に
追
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
そ
の
先
を
見
す
え
た

対
応
に
つ
い
て
も
意
識
し
な

が
ら
会
議
が
運
営
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
望
み
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

会議の役割は
保育内容や処遇のチェック

㉟ 第二部では鈴木亨さんとの対談も行われ
た＝札幌市・かでる２・７

独特の論調で講演した金子教授。550人が参加した＝札幌市・かでる２・７

『全道100万人署名』
をがんばろう!

さようなら原発北海道集会

福
島
の
苦
し
み
を
運
動
に

脱
原
子
力
は
プ
ラ
ス
に
な
る

　

２
０
１
４
年
が
明
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん

い
か
が
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
か
。
雪

の
な
い
九
州
の
正
月
と
真
っ
白
に
雪
が
積

も
っ
た
北
海
道
の
正
月
と
で
は
、
ま
る
で

雰
囲
気
が
ち
が
う
で
し
ょ
う
ね
。
一
度
経

験
し
て
み
た
い
、
と
思
う
の
は
白
い
世
界

に
憧
れ
る
南
国
育
ち
の
わ
が
ま
ま
で
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
４
年
は
ど
ん
な
年
に
な

る
で
し
ょ
う
。
政
治
的
に
は
非
常
に
難
し

い
年
に
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

過
去
に
は
何
度
か
節
目
の
年
が
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
ち
ょ
っ
と
古
い
で
す
が
、
１

０
０
年
前
の
１
９
１
４
年
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
サ
ラ
エ
ボ
事
件
が
起
こ
り
、
第
１
次

世
界
大
戦
が
勃
発
。
日
本
も
８
月
に
ド
イ

ツ
に
宣
戦
布
告
し
大
戦
に
参
加
し
ま
し

た
。
戦
争
の
世
紀
と
言
わ
れ
る
20
世
紀
の

象
徴
的
な
年
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を

経
て
世
界
と
非
軍
事
の
付
き
合
い
を
初
め

て
70
年
ほ
ど
。
そ
の
歴
史
を
変
え
る
か
も

し
れ
な
い
第
１
８
６
回
国
会
が
明
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
（
１
月
23
日
東
京
に
て
）

政
治
的
に
は
難
し
い
年
に
な
る

㉑
ら
講
演
し
た
。

　

逢
坂
さ
ん
は
「
ド
イ
ツ
で

は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
以
降
、
２
０
２
２
年

ま
で
に
す
べ
て
の
原
発
を
停

止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
原

発
ゼ
ロ
決
定
は
フ
ク
シ
マ
に

よ
っ
て
世
論
が
高
ま
り
『
強

い
民
意
』
と
な
り
後
押
し
し

た
。
州
政
府
・
基
礎
自
治
体

は
、
連
邦
政
府
の
決
定
に
従

っ
て
州
ご
と
に
独
自
計
画
を

立
て
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
述

用
が
生
ま
れ
る
。
新
し
い
産

業
構
造
へ
地
域
分
散
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
社
会
シ
ス
テ

ム
が
産
業
構
造
転
換
と
と
も

に
生
ま
れ
る
。
単
に
原
発
反

対
で
は
な
く
、
環
境
・
安
全

と
い
う
理
念
を
運
動
の
中
心

に
加
え
れ
ば
分
散
型
社
会
に

変
わ
る
。
社
会
的
意
志
決
定

を
地
域
に
分
散
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
そ
う
な
る
と
北

海
道
は
、
最
も
力
を
発
揮
す

る
地
域
は
疑
い
の
な
い
事
実

だ
」
と
述
べ
た
。

こ
と
に
批
判
の
ま
な
ざ
し
で

見
て
い
か
な
い
と
、
な
ぜ
原

発
反
対
し
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
く
な
る
。
い
ま
福
島
の

苦
し
み
を
一
緒
に
背
負
わ
な

い
と
脱
原
発
運
動
で
は
な

い
」
と
問
題
提
起
し
た
。

　

最
後
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
が
な
い
か
ぎ
り
脱
原
発
は

実
現
し
な
い
。
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
わ
る
こ
と
で
ニ
ー

ズ
が
変
わ
り
価
値
観
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
る
。
そ

の
こ
と
で
新
し
い
産
業
や
雇

さ
ら
に
、
福
島
の
現
状
と
東

電
の
対
応
に
つ
い
て
「
こ
の

ま
ま
で
は
、
福
島
は
放
射
能

汚
染
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
永

久
に
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
に
な

る
。
官
僚
も
東
電
経
営
者
も

自
分
の
い
る
時
期
を
乗
り
切

れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

る
。
子
ど
も
の
将
来
の
こ
と

な
ど
誰
も
考
え
て
い
な
い
。

原
発
は
止
め
て
い
て
も
冷
却

す
る
た
め
の
人
件
費
と
減
価

償
却
費
で
１
・
２
兆
円
か
か

る
。
そ
の
費
用
を
家
庭
に
負

担
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
し
ま
っ
た
。『
火
力
発
電
で

は
燃
料
費
が
高
い
』『
燃
料
費

上
昇
』『
電
力
不
足
』『
原
発
は

安
い
』
は
す
べ
て
ウ
ソ
。
ウ

ソ
で
固
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

だ
。
原
発
を
動
か
す
理
由
も

根
拠
も
な
い
」
と
批
判
し
た

う
え
で
、「
東
電
に
お
金
を
投

資
し
除
染
費
用
を
減
額
す
る

代
表
し
て
、
小
野
有
五
・
北

海
道
大
学
名
誉
教
授
が
「
原

発
の
コ
ス
ト
は
い
か
に
も
安

い
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
ウ

ソ
だ
と
分
か
っ
て
き
て
い

る
。
み
ん
な
に
伝
え
、
一
日

も
早
く
廃
炉
に
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、「
原
発
は
火
力
よ

り
高
い
」
と
題
し
て
、
金
子

勝
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
が

講
演
し
た
。
金
子
教
授
は

「
電
力
会
社
が
原
発
を
動
か

し
た
い
理
由
は
、
原
発
を
稼

働
し
な
い
と
会
社
が
つ
ぶ
れ

る
か
ら
。
原
発
事
故
後
、
東

電
を
救
う
た
め
に
お
金
を
ど

ん
ど
ん
払
い
、
除
染
な
ど
の

費
用
は
減
額
さ
れ
状
況
は
泥

沼
化
し
て
い
る
。
90
年
代
に

多
額
の
不
良
債
権
を
隠
し
て

ご
ま
か
し
た
結
果
、
北
海
道

で
は
拓
銀
が
破
綻
し
た
時
と

同
じ
状
況
だ
」
と
述
べ
た
。

　

１
月
18
日
、
札
幌
市
・
か

で
る
２
・
７
で
「
『
全
道
１

０
０
万
人
署
名
』
を
が
ん
ば

ろ
う
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
北

海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、
５

５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
さ
よ
う
な
ら

原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ

ョ
ン
北
海
道
呼
び
か
け
人
を

べ
た
。
さ
ら
に
「
電
力
会
社

も
原
子
力
か
ら
新
し
い
電
力

へ
の
研
究
に
力
を
注
い
で
い

る
。
国
を
あ
げ
て
の
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
」
と
ド
イ

ツ
の
現
状
を
報
告
し
た
う
え

で
、「
日
本
で
脱
原
子
力
社
会

を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず
脱

原
子
力
ゼ
ロ
を
決
定
し
、
そ

の
上
で
日
本
社
会
の
仕
組
み

を
現
在
の
原
子
力
推
進
型
か

ら
脱
原
子
力
に
転
換
し
、
脱

た
。

　

逢
坂
誠
二
・
前
衆
議
院
議

員
は
、「
ド
イ
ツ
視
察
か
ら
将

来
を
展
望
す
る
」
と
題
し
、

「
原
子
力
ゼ
ロ
決
定
の
覚
悟

と
ゼ
ロ
へ
の
過
程
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
フ
ト
の
具
体
的
取
り

組
み
を
見
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
昨
年
11
月
に
訪
問
し
た

ド
イ
ツ
の
現
状
を
交
え
な
が

　

１
月
21
日
、

札
幌
市
・
か
で

る
２
・
７
で
逢

坂
誠
二
の
話
を

聴
く
会
・
札
幌

が
主
催
し
「
逢

坂
誠
二
の
ド
イ

ツ

視
察

報
告

会
」が
開
か
れ
、

70
人
が
参
加
し

原
子
力
社
会
に
む
け
た
具
体

的
な
過
程
を
盛
り
込
ん
だ
法

律
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

だ
。
脱
原
子
力
社
会
へ
の
移

行
は
、
楽
し
く
、
経
済
的
に

も
財
政
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な

る
感
覚
を
共
有
す
る
こ
と
が

大
事
。
あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源

を
投
入
す
る
こ
と
が
、
い
ま

日
本
が
や
る
べ
き
こ
と
だ
」

と
訴
え
た
。


